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が映画化に先立つていた。『呪怨』のリメイクであるTheGrud，伊では、アメリカ人の恋人同士が日本に留学している問、呪われ
た佐伯家とそこで起こった残酷な殺人事件が残した怨霊に遭遇し、無差別に人を殺したり、取り惑いたりする怨撃の被害者とな
る。日本自体が「非日常Jな環境となっており、恐怖を引き出す重要な要素のーっとなっている。本章では、 TheGrudgeによ
って提供されている「本物j の日本はいかに疑似的なものであるかについて論じる。
第四章では、まず ~ShallweダンスワJ(!996年)の日本における特別な位置づけについて述べる。オリジナルが上映公開
された同年の1996年、『ファンシーダンス』や『シコふんじゃった』の脚本・監督で知られていた周防正行監督は、ハリウッド
から招かれ、 WShallweダンスワ』のプロモーションと市場調査のためにニューヨー夕、ロスアンゼノレス、シカゴなど、アメリ
カに(そしてトロントにも)足を運んでいた。マーケットリサーチはもちろんだが、 rShallweダンスワ』はアメリカでどのよ
うに受容されるかというのを調べるためのものであり、その後Mira皿axによって fShallweダンスワ』のリメイク権が買収さ
れたのである。そして、 8年後、ハリウッド版のShallWe Dance (2004年)がようやくアメリカでリリースされた。とは言え、
Shall We Danceは、あくまでもハリウッドらしい作品である。 WShallweダンスワ』では、日本文化とそれにおけるサラリー
7ンのイメージが物語の前提として重要な構成要素となっている。しかし、 Shall肝も Danceには、オリジナノレとは根本的に対
立した物語設定を見いだせる。それによって、物語自体が不安定なものとなっている。これは、映画に対する批評においても見
られる園
第五章では、 『灰暗い水の底から.1 (2002年)のりメイ夕、 Darklぬter(2005年)を分析する。 W灰暗い水の底から』が登
場するのはShalll偽 Dan四が上映公開するおよそ一年後のことである。『リング』シリーズと同様に、鈴木光司が小説の原作者
であり、中国秀夫が監替であり、一瀬隆重が制作責任者である。しかし、この作品はいわゆる「ホラー映画Jではなく、社会問
題を取り上げたドラマである。オリジナノレにおいて物語の中心的な問題は、家族の崩境、女性の独立とそれを邪魔する社会、あ
るいはそれによって犠牲となる子どもと日本社会の行方である。これらの問題は、今日の日本社会が向き合っている問題である
と言える。しかし、ハリウッド映画ではリメイクできないのである。本章ではまず、 『灰暗い水の底から』においてあげられて
いる問題点がDarkWa担Hこおいていかに和らげられているかについて論じる。その次に、上述した社会問題の代わりに作品の
テ--，.となる f外国人に対する不信感Iと「場所が引き摺る歴史Jについて考察を述べる。
日本映画リメイクの内容を分析し、文化的な視点から日本映画のハリウッドリメイクを見て、日本映画がハリウッドに受容さ
れているかと関われれば、そうではないとしか言えな~'.いずれの作品のあらゆる側面においても、その作品と日本をつなぐ線
が切られている。経済的な側面において、ハリウッドが主な利益を得る。日本映画のリメイク権(WShall weダンス?.1)、
あるいは著作権が丸ごと買収される(Wリング』や『呪怨J)ことにより、その作品が法律的な意味においても、ハリウッドの
著作物となる。芸術的な側面から見ると、アカデミー賞における受賞歴などで分かるように、日本映画はハリウッド映画とは別
枠に置かれてきた。そのリメイク作品がアカデミー賞を受賞したとしても、それは日本映画が認められているのではなく、ハリ
ウッド映画が認められているということになる。そして、リメイクされてきた映画の内容を分析すると、物語における最も重要
な部分こそが大きく変更されており、日本、日本文化、あるいは日本の歴史との関係性が完全に切断されている。これが、日本
映画リメイクにおける現状である。結局、日本映画のリメイクプ}ムは、ハリウッドの優位性を実証するものである。その中で、
日本映画は使われるものであり、オリジナルの中で映し出される日本像、日本人像、日本文化や日本の歴史をできるだけリメイ
クに「移さなければならなしリという必然性はない。また、 TheGrudgeのような作品に示されているように、日本を「移したJ
としても、スクリーンに出るのは日本ではなく、ハリウッドが想像した疑似の日本である。
日本映画のハリウッドリメイクブームにより、日本とハリウッドの間に経済的な「橋」がかかるとは言え、リメイク現象によ
って日本とアメリカの聞の文化的理解の差が埋め合わせられているとは言えない。結局、日本映画がハリウッドに受け入れられ
ることにおいても、ハリウッドの条件が優先されている。これは、日本とアメリカの政治的な関係を象徴していると考えられる
し、日本映画界とハリウッドの関係を象徴しているとも考えられる。つまり、ハリウッドは明らかに『優位Jに立っているので
ある。
「現代ハリウッドにおける日本映画のリメイクに関する研究」と題された本研究は、 1998年から2008年までの
10年間にアメリ《カのハリウッドでリメイクされ話題となった日本映画について、日米の文化的背景を踏まえつつ、
リメイク作品におけるさまざまな特徴を分析するとともに、映画リメイクにおいて顕著に表れる消費文化的側面
をも明らかにしようとする、全体として独創性に富む研究である.
第 1章では、 『ゴジラA(本多猪四郎、 1954)がハリウヅドによってリメイ ク(1956，1998)された結果、原作の
背景にあった原爆投下や水爆実験の被害といったアクチュアルな社会的状況がすべて消し去られ、単なるモンス
ター娯楽映画へと変えられていく過程を、とりわけ1998年のリメイク版の分析を通して詳細に検討するとともに、
日本映画リメイクにおける基本的な問題点を明らかにしている.
第2章では、日本とアメリカにおけるホラーストーリーや恐怖映画の歴史を視野に入れながら、 『リングJ(中
田秀夫、 1998)とそのリメイク版TheRing(2002)を比較し、原作において重要な機能を果たしていた貞子の髪や白
装束といっ1た要素がリメイク版においていかに文化的コンテクストを切断した形で使用されているかを詳しく論
じている。さらにはリメイク版成功の原因をアメリカでの上映時期や興業システム、投資対象としてのホラー映
画ジャンルといった外的な観点から追求し、以後の Jホラー ・リ メイクブームの原点として位置づけている。
第3輩は、 『呪怨J(清水崇、 2003)のリメイク版TheGrudge(2004)を分析の対象としている。リメイク版の舞台
は原作と同じく日本であり、原作の怨霊伽榔子も登場するが、すべてが主人公のアメリカ人女性の目を通して捕
かれており 、日本の日常そのものが恐怖を生み出す異界・非日常的空間として設定されている、すなわち舞台は
同じ日本でありながら、まったく別物に変容しているととを細部にわたって詳細に、説得的に論じている。
第 4章では、 rShall weダンス?J(周防正待、 1996)とShallwe dance(2004)を比較しつつ、日本の平凡なサラリ
ーマシの生活を背景とする前者が、有能な弁護士と裕福で幸せな家庭を背景とする物語へと変換されている理由
について、いかに文化的コンテクストが切り替えられているかに焦点を当てながら、各シーンごとの細かく丹念
な分析、さらにはリメイク版におけるモノローグ使用の効果についての考察などを通して明らかにしている.
第5章で取り上げる 『灰暗い水の底からJ(中田秀夫、 2002)とそのリメイクDarkWata(2005)は、女性の自立、
家族の崩壊、育児の問題など日米に共通するテーマを扱いながら、社会的コンテクストの相違によってそれらの
テーマの描かれ方は明らかに異なっていること、またそれが事件の起こる場所の特性とも密接に連関しているこ
とを綿密に論証している。最後に、ハリウッドリメイク作品においては、ほぽあらゆる薗において文化的切断が
行われており、またリメイク権の買収によって作品が自由に商品として加工されるという事態が進行しつつある。
したがって、りメイク現象は日本映画の成功であるという見方は短絡的に過ぎるとの結論を導き出している。
本研究は日本とアメリカ双方の文化に関する豊富な経験と知識、および洞察力があってこそ可能となる貴重な
研究であるといえる。ただし映像テクストの分析方法、対象作品選定にあたっての基準、日本語の表現などに、
不足する点も認められるが、本論文全体の価値を損なうものではない。以上のように、審査委員会は本論文を、
博士(言語文化学)の学位論文として価値のあるものと認める固
